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(57)【要約】
【課題】単線導体を中心導体に採用しながらも撚線導体
を中心導体に採用する場合と比較して耐屈曲性を大幅に
低下させず、しかも中心導体の外径を従来と同等に維持
しながら高速のデジタル信号を伝送することが可能な内
視鏡用同軸ケーブルを提供する。
【解決手段】中心導体１０１と、中心導体１０１の周囲
に設けられる絶縁体１０２と、絶縁体１０２の周囲に設
けられる外部導体１０３と、を備え、中心導体１０１は
、ベリリウム銅からなる単線導体１０５と、単線導体１
０５の周囲に設けられる銀鍍金１０６と、を有する内視
鏡用同軸ケーブル１００によって課題を解決する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中心導体と、
　前記中心導体の周囲に設けられる絶縁体と、
　前記絶縁体の周囲に設けられる外部導体と、
　を備え、
　前記中心導体は、
　ベリリウム銅からなる単線導体と、
　前記単線導体の周囲に設けられる銀鍍金と、
　を有する
　ことを特徴とする内視鏡用同軸ケーブル。
【請求項２】
　前記単線導体は、外径が０．０５ｍｍ以上０．２ｍｍ以下である
　請求項１に記載の内視鏡用同軸ケーブル。
【請求項３】
　前記銀鍍金は、層厚が１μｍ以上５μｍ以下である
　請求項１又は２に記載の内視鏡用同軸ケーブル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡検査装置に使用される内視鏡用同軸ケーブルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡検査を実施する際は、内視鏡用同軸ケーブルを患者の経口等から体内に挿入する
必要があるため、内視鏡検査に伴って患者はある程度の苦痛を受ける。従来より、患者が
受ける苦痛を出来る限り軽減するため、細径の内視鏡用同軸ケーブルが使用されている。
近年は、内視鏡画像の高解像度化等に伴って内視鏡用同軸ケーブルを通じて伝送される信
号を低速のアナログ信号から高速のデジタル信号に置換しようとする動きがあるが、細径
の内視鏡用同軸ケーブルを通じて高速のデジタル信号を伝送することは困難である。その
ため、単位面積あたりに占める導体の断面積が撚線導体よりも大きい単線導体を中心導体
に採用したり、中心導体の外径を従来よりも大きくしたりする等の対応を採ることが考え
られる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－１８８７３８号公報
【特許文献２】特開２００９－１７０２３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、単線導体を中心導体に採用する場合は、撚線導体を中心導体に採用する
場合と比較して耐屈曲性が大幅に劣化し、また中心導体の外径を従来よりも大きくする場
合は、内視鏡用同軸ケーブルの外径も従来よりも大きくなるため、患者が受ける苦痛を却
って増加させるという問題がある。
【０００５】
　そこで、本発明の目的は、単線導体を中心導体に採用しながらも撚線導体を中心導体に
採用する場合と比較して耐屈曲性を大幅に低下させず、しかも中心導体の外径を従来と同
等に維持しながら高速のデジタル信号を伝送することが可能な内視鏡用同軸ケーブルを提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　本発明は、中心導体と、前記中心導体の周囲に設けられる絶縁体と、前記絶縁体の周囲
に設けられる外部導体と、を備え、前記中心導体は、ベリリウム銅からなる単線導体と、
前記単線導体の周囲に設けられる銀鍍金と、を有する内視鏡用同軸ケーブルである。
【０００７】
　前記単線導体は、外径が０．０５ｍｍ以上０．２ｍｍ以下であることが望ましい。
【０００８】
　前記銀鍍金は、層厚が１μｍ以上５μｍ以下であることが望ましい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、単線導体を中心導体に採用しながらも撚線導体を中心導体に採用する
場合と比較して耐屈曲性を大幅に低下させず、しかも中心導体の外径を従来と同等に維持
しながら高速のデジタル信号を伝送することが可能な内視鏡用同軸ケーブルを提供するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態に係る内視鏡用同軸ケーブルの構造を示す断面模式図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態を添付図面に順って説明する。
【００１２】
　図１に示す通り、本発明の実施の形態に係る内視鏡用同軸ケーブル１００は、中心導体
１０１と、中心導体１０１の周囲に設けられる絶縁体１０２と、絶縁体１０２の周囲に設
けられる外部導体１０３と、外部導体１０３の周囲に設けられるジャケット１０４と、を
備えている。
【００１３】
　絶縁体１０２やジャケット１０４は、例えば、フッ素樹脂やポリエチレン樹脂からなり
、外部導体１０３は、例えば、複数本の導体素線を絶縁体１０２の周囲に巻き付けてなる
横巻シールドや編組シールドで構成されている。
【００１４】
　中心導体１０１は、ベリリウム銅からなる単線導体１０５と、単線導体１０５の周囲に
設けられる銀鍍金１０６と、を有している。
【００１５】
　ベリリウム銅は、数ある銅合金の中で最も機械的強度が高いものの一つであるため、ベ
リリウム銅からなる単線導体１０５を採用することにより、銅や他の銅合金からなる単線
導体を採用する場合と比較して中心導体１０１の耐屈曲性を大幅に向上させることが可能
となる。
【００１６】
　また、ベリリウム銅は、銅や他の銅合金からなる単線導体と同様の工法を適用すること
ができるため、作業者が他の同軸ケーブルと同様の手順や道具を使用して特に違和感を覚
えること無く容易に加工することが可能である。例えば、ベリリウム銅は、銅や他の銅合
金と同様にはんだ付けによる端末加工を施すことができるため、他の同軸ケーブルと比較
しても作業性は殆ど変わらない。
【００１７】
　単線導体１０５は、外径が０．０５ｍｍ以上０．２ｍｍ以下であることが望ましく、銀
鍍金１０６は、層厚が１μｍ以上５μｍ以下であることが望ましい。
【００１８】
　単線導体１０５の外径を０．０５ｍｍ以上とする理由は、単線導体１０５の外径が０．
０５ｍｍ未満である場合は、中心導体１０１の機械的強度を十分に確保することができず
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、中心導体１０１の耐屈曲性が低下する虞があるからである。
【００１９】
　また、単線導体１０５の外径を０．２ｍｍ以下とする理由は、単線導体１０５の外径が
０．２ｍｍ超である場合は、中心導体１０１の外径を従来と同等に維持することができな
いからである。
【００２０】
　銀鍍金１０６の層厚を１μｍ以上とする理由は、銀鍍金１０６の層厚が１μｍ未満であ
る場合は、中心導体１０１の電気特性を十分に確保することができず、内視鏡用同軸ケー
ブル１００を通じて高速のデジタル信号を伝送することが困難となる虞があるからである
。
【００２１】
　また、銀鍍金１０６の層厚を５μｍ以下とする理由は、銀鍍金１０６の層厚が５μｍ超
である場合は、中心導体１０１の屈曲に伴って銀鍍金１０６の剥離が発生し易くなり、中
心導体１０１の電気特性を十分に確保することができなくなる虞があるからである。
【００２２】
　以上の通り、内視鏡用同軸ケーブル１００においては、ベリリウム銅からなる単線導体
１０５と、単線導体１０５の周囲に設けられる銀鍍金１０６と、を有する中心導体１０１
を採用することにより、単線導体１０５によって耐屈曲性を確保しながら、銀鍍金１０６
によって電気特性を確保することができる。
【００２３】
　そのため、内視鏡用同軸ケーブル１００によれば、単線導体１０５を中心導体１０１に
採用しながらも撚線導体を中心導体１０１に採用する場合と比較して耐屈曲性を大幅に低
下させず、しかも中心導体１０１の外径を従来と同等に維持しながら高速のデジタル信号
を伝送することが可能となる。
【符号の説明】
【００２４】
１００　内視鏡用同軸ケーブル
１０１　中心導体
１０２　絶縁体
１０３　外部導体
１０４　ジャケット
１０５　単線導体
１０６　銀鍍金
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并且，在单线导体105的周围设置镀银层106.内窥镜用同轴电缆100解决
问题。
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